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会
史
上
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

一
、
日
本
医
史
学
会
と
日
本
歯
科
医
史
学
会

日
本
歯
科
医
史
学
会
は
、
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
七
日
午
後
六
時
か
ら
湯
島
会
館
（
現
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）
で
発
起
人
会
を
開
き
、
そ
の
席

上
で
「
歯
学
史
集
談
会
」
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
第
一
回
歯
学
史
集
談
会
が
、
昭
和
四
十
二
年
一
月
二
十
八
日
午
後
二

時
か
ら
日
本
大
学
歯
学
部
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
歯
学
史
集
談
会
は
、
昭
和
四
十
五
年
四
月
か
ら
「
歯
学
史
研
究
会
」
と
改
め
ら
れ
、

さ
ら
に
昭
和
四
十
八
年
四
月
か
ら
「
日
本
歯
科
医
史
学
会
」
と
改
称
さ
れ
た
。
翌
四
十
九
年
一
月
二
十
六
日
付
で
、
日
本
歯
科
医
学
会
の
分

科
会
と
し
て
公
認
さ
れ
、
全
国
的
な
学
会
と
な
っ
た
。

第
一
回
の
日
本
歯
科
医
史
学
会
総
会
（
学
術
大
会
）
は
、
昭
和
四
十
八
年
十
月
二
十
七
日
に
、
会
長
山
田
平
太
理
事
で
、
東
京
医
科
歯
科

大
学
で
行
わ
れ
た
。
な
お
平
成
十
四
年
度
は
第
三
十
回
を
む
か
え
、
第
一
○
三
回
の
日
本
医
史
学
会
総
会
と
合
同
開
催
で
平
成
十
四
年
九
月

二
十
八
日
、
二
十
九
日
に
日
本
歯
科
大
学
新
潟
歯
学
部
で
中
原
泉
学
長
を
合
同
学
会
長
と
し
て
開
催
さ
れ
る
。

な
お
、
発
足
ま
も
な
い
歯
学
史
集
談
会
が
第
七
十
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
日
本
医
学
会
第
一
分
科
会
）
、
第
十
一
回
蘭
学
資
料
研
究
大
会
、

第
二
回
歯
学
史
集
談
会
総
会
の
合
同
学
会
を
主
催
し
（
会
長
鈴
木
勝
、
昭
和
四
十
四
年
五
月
二
十
三
～
二
十
五
日
）
し
か
も
当
時
な
お
学
園

紛
争
の
後
遺
症
が
継
続
す
る
な
か
で
三
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
。
当
時
、
こ
の
よ
う
に
医
学
史
、
歯
学
史
お
よ
び
こ
れ
ら
黎
明
期
に
大

い
な
る
貢
献
を
し
た
蘭
学
に
つ
い
て
の
史
料
研
究
大
会
を
含
め
て
の
合
同
学
会
は
、
過
去
の
日
本
医
史
学
会
の
歴
史
に
お
い
て
も
例
が
な
く
、

こ
の
と
き
が
初
め
て
の
試
み
で
、
し
か
も
発
足
以
来
二
年
目
の
歯
学
史
集
談
会
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
し
た
こ
と
は
、
今
で
も
日
本
医
史
学
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第
八
回
日
本
歯
科
医
史
学
会
総
会
（
学
術
大
会
、
会
長
・
鈴
木
勝
）
は
、
第
八
十
一
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
理
事
長
・
小
川
鼎
三
）
と
第

二
十
五
回
日
本
薬
史
学
会
総
会
（
会
長
・
木
村
雄
四
郎
）
の
医
歯
薬
史
合
同
総
会
（
学
術
大
会
、
会
長
・
鈴
木
勝
）
で
昭
和
五
十
五
年
十
月
十

一
日
・
十
二
日
の
両
日
に
行
わ
れ
た
。
こ
れ
を
期
に
十
年
に
一
度
ぐ
ら
い
は
合
同
で
行
い
た
い
と
小
川
理
事
長
が
提
案
。
こ
れ
に
よ
り
私
が

平
成
四
年
六
月
五
日
・
六
日
に
は
、
第
二
十
回
日
本
歯
科
医
史
学
会
総
会
（
学
術
大
会
）
と
第
九
十
三
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
学
術
大
会
）

二
、
小
川
鼎
三
先
生
と
歯
科

ア
メ
リ
カ
人
歯
科
医
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ク
ラ
ー
ク
・
イ
ー
ス
ト
レ
ー
キ
、
弓
．
○
．
両
四
豊
畏
の
が
日
本
へ
来
た
の
は
、
万
延
元
年
二
八
六
○
）

で
、
そ
の
時
、
開
港
ま
も
な
い
横
浜
に
は
外
国
人
の
数
も
少
な
く
、
横
浜
で
は
開
業
ら
し
い
開
業
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、

Ｗ
．
Ｃ
．
イ
ー
ス
ト
レ
ー
キ
を
日
本
に
お
け
る
泰
西
歯
科
医
学
を
伝
え
た
最
初
の
人
と
す
る
こ
と
に
は
誰
人
も
異
論
が
な
く
、
こ
の
年
を
も

っ
て
わ
が
国
の
近
代
・
歯
科
医
学
発
祥
の
年
と
し
て
お
り
、
今
か
ら
一
四
○
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
○
）
は
丁
度
百
年
に
な
り
、
何
か
記
念
す
べ
き
催
事
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
に
つ
い
て
み
る
と
、
今
田

見
信
先
生
か
ら
の
寄
贈
物
に
入
っ
て
い
る
未
整
理
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
な
か
に
、
日
米
修
好
歯
科
百
年
記
念
会
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
を
発
見

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
資
料
の
中
に
は
、
小
川
鼎
三
先
生
は
ま
ず
「
挨
拶
」
を
日
本
解
剖
学
会
用
紙
四
枚
に
万
年
筆
で
書
き
、
そ
の
内

容
を
今
田
見
信
先
生
が
目
を
と
お
し
鉛
筆
で
補
足
訂
正
し
た
も
の
を
ゲ
ラ
刷
り
に
し
た
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
小
川
先
生
は
英
文
で
も
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
当
時
の
日
本
歯
科
医
師
会
長
印
①
の
丘
①
昌
旦
旨
冒
ロ
ロ
ｇ
且
シ
閉
○
９
画
‐

庁
ざ
ロ
は
、
国
３
の
冨
嵐
シ
ミ
シ
旨
ご
刃
シ
》
ロ
・
口
い
、
で
あ
り
、
弓
目
①
恥
冨
○
且
昌
、
ｚ
ｏ
ぐ
①
日
蔚
吋
匡
．
届
ｇ
ｇ
四
℃
目
と
あ
り
、
日
本
医
史
学

会
々
長
卑
①
の
昼
①
昌
○
ご
“
冒
邑
の
の
①
ｇ
ｇ
①
ご
旦
冨
①
巳
の
巴
円
の
目
曼
ゞ
目
①
厨
○
○
の
シ
ミ
シ
．
卑
旦
．
、
冨
口
と
あ
り
、
日
本
医
史
学
会
々
長
と

し
て
の
小
川
先
生
の
責
任
感
と
、
ま
じ
め
な
ご
性
格
が
し
の
ば
れ
る
。

の
合
同
学
会
を
行
っ
た
。

｜
｜
｜
、
学
校
歯
科

日
本
歯
科
医
史
学
会
総
会
の
第
三
十
回
を
記
念
し
、
昭
和
初
期
の
学
校
歯
科
を
無
声
映
画
で
紹
介
す
る
。

（
日
本
大
学
）


